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研究成果の概要（和文）：本研究では、年中行事や祭りなどで行われる伝統的コンペティションの実践を通して日本人
の伝統的な身体観、および伝承のあり方、変容過程を考察する事を目的とした。そもそも年中行事や祭りとは、近代以
前の価値観が保持される空間であり、そこでの諸価値は日本の「伝統」文化として護られている。本研究では岡山市西
大寺の会陽、岩手県黒石寺の蘇民祭という東西の「裸祭り」における伝統的コンペティション（寶木および蘇民袋の争
奪戦）を中心に前近代から護られ、変容してきた価値の体系を、各地域の身体への「まなざし」を通して考察した。結
果として地域文化とその価値を護るために伝統的競争空間が重要な役割を担っていることが確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to examine the Japanese traditional outlook on the
 body, its way of transmission and gradual changes through the practice of traditional competitions in ann
ual events and festivals. Firstly, annual events and festivals are places where the sense of values from b
efore the modern period are maintained and the values in that place are protected as Japanese "traditional
" culture. In this research, the system of values which is protected and changed is examined through the "
look" on the body in each district through the example of Hadaka-matsuri in the east and west side of Japa
n such as "Eyou" at Saidaiji Kan-nonin shrine Okayama prefecture and "Sominsai" at Kokuseki-ji shrine in I
wate prefecture. In conclusion, it is confirmed that the traditional place where competition is held takes
 a important role in protecting the local cultures and their values.
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１．研究開始当初の背景 

 本研究では、年中行事や祭りなどで行われ

る伝統的コンペティションの実践を通して

日本人の伝統的な身体観、およびその伝承の

あり方、変容過程を考察する事を目的として

いる。そもそも年中行事や祭りとは、近代以

前の価値観が比較的保持される空間であり、

保持される諸所作は日本の「伝統」文化とし

て護られている。本研究では岩手県黒石寺の

蘇民祭、岡山県西大寺の会陽という東西の

「裸祭り」における伝統的コンペティション

（蘇民袋および寶木争奪戦）を中心に前近代

から護られ、また変容してきた価値の体系を、

各地域の身体への「まなざし」を通して考察

するものである。 

（１） 研究の学術的背景 

本研究は年中行事や祭りなど、日本のいわ

ゆる“伝統”的な文脈における「身体」のあ

り方・扱われ方に関して考察を行い、日本人

が受け継いできた身体観を詳らかにしよう

とするものである。考察では特に伝統的コン

ペティションの実践に焦点が当てられスポ

ーツ・身体文化を通し共有される地域文化と

しての身体を理解し、延いては日本文化にお

ける身体観の形成において伝統的スポー

ツ・身体文化が如何なる役割を果たしてきた

のか、その理解を目指すものとなる。年中行

事や祭りなどでは、日常生活の中ですでに失

われた近代以前の感じ方や考え方が地域文

化として継承されており注目されるところ

である。本研究では全国各地で行われる「裸

祭り」を取り上げる。そもそも「裸祭り」と

は参加者が裸体となり身体を清める事によ

り清浄無垢さを手に入れ神仏との交渉が叶

うという全国的に広く見られた行事であっ

た。ところが現在では限られた事例のみ存続

されるに留まり、それらは前近代的価値観を

考察する場としては非常に重要なものであ

る。たとえば、黒石寺では蘇民袋、西大寺で

は寶木（しんぎ）という事物に籠められた

「福」を求め、人々は激しい争奪戦を繰り広

げるところとなるが、これら二例ではそれが

行われる空間（フィールド）、決まり事（ル

ール）などが参加者たちに暗黙裡に共有され

ながら争奪戦が継承されており、その点、ス

ポーツ史やスポーツ・身体文化研究の立場か

らは近代・国際スポーツのひとつの“原初形

態”を考察する場としても興味深いところで

ある。ところで、これらの行事は古来より一

様な姿を保持しながら受け継がれてきたわ

けではない。たとえば、西大寺会陽では門前

町の社会構造の変化に応じて、寶木争奪戦を

含む祭りそのものにゆるやかな変容が認め

られる。また、蘇民祭では 2008 年の蘇民祭

に際し作成された PR 用ポスターの表現が現

代的価値基準とそぐわないという意見が出

て全国的な注目を集めることになったこと

は記憶に新しい。申請者はこれまで自身の研

究の中で常に「前近代と近代以降」の相克や

文化変容の問題に直面し、その問題の重要さ

を痛感し、あわせて大いなる関心事として位

置付けてきた。特に身体は社会における価値

規範と直結するメディアであり興味深い。ス

ポーツ・身体文化研究者である申請者は、特

に伝統的なコンペティションを通して創出

される身体観や身体技法に特に興味を持つ

ところであり、これらにより抽出される地域

延いては日本の身体の理解を目指すことこ

ろとなっている。 

 
２．研究の目的 

本研究では研究期間内にこれらの伝統行

事の関係者が共有する地域独特の身体世界

を、参与観察によって得られる言説ならびに

身体観、および身体技法分析から明らかにす

る。あわせてそれらが地域コミュニティの紐

帯としてどのような文化・社会的役割を果た

しているかをも理解する事も重要な考察点

となる。本研究では祝祭実施期間に実修者に

共有・継承される暗黙裡の身体・身体技法の

情報を収集し、地域文化としての身体を抽出



しその認識のあり方を言語化する事を目指

す。あわせて、先行研究を加味しながら「日

本文化」としての古来より共有されてきた

「身体」を抽出することを試みる。 

上記のように、本研究は社会におけるひと

つの「伝統地域文化」としてスポーツ・身体

文化を考察する立場をとる。ところで、伝統

文化とは得てして共有される約束事が文字

化されない場合が多く、本研究で取り上げる

事例もその例外ではない。したがって、本研

究は社会において言語化されず伝承される

世界を研究するものともいえる。すなわち、

本課題は西欧世界で育まれた科学に基づく

近代的な身体観とは異なる暗黙の内に共有

される地域の「身体へのまなざし」を分析し、

従来より研究者が共有する西欧科学に依拠

した身体理解と比較検討を可能な「日本の身

体観」を抽出するともいえるだろう。ところ

で、伝統社会で人々が共有する認識は、いわ

ゆるエスノサイエンスと呼ばれるものとも

なり、「暗黙知」として共有される。これら

暗黙知を言語化して行くという営みは、西欧

科学に依拠したスポーツ科学研究には見ら

れない独自の視座ともいえ、スポーツ・身体

科学研究分野に新たな知見を提供する可能

性を大いに含むものと思われる。あわせて、

本研究で扱われる伝統的身体観とは、日本社

会の中心に存在するものとなり、本研究はス

ポーツ科学や身体論の中に位置するのと同

時に「日本文化研究」の一端を担うものとな

ることを意味する。日本文化研究においても

身体研究は常に焦眉の研究テーマであった。

我々は「文化」という枠組みの中で日々生活

を営んでいる。「社会」とはそれぞれ地域の

持つ独自の価値体系の中に存在するが、そこ

での価値基準とは西欧の科学に依拠しない

認識・分析の尺度である“エスノサイエンス”

によって形作られる部分が大きいのである。

本研究課題に即した一例を挙げれば、日本で

はそもそも明治期に「裸体禁止令」が施行さ

れるまで「裸」という存在は日常の姿のひと

つであった。たとえば江戸期には公衆浴場で

男女が混浴することは当然であり、また祭り

における「裸」とは身を清め、生まれたまま

の清浄無垢な姿になる事を意味し、穢れたも

のを落とした純粋な姿を体現するものとい

えるのである。ところで、伝統的スポーツ・

身体文化では伝統文化の特徴として挙げて

いるようにルールなどの約束事が明文化さ

れていない場合がほとんどであるが、本研究

では実修者たちに共有されるこれら約束事

やハビトゥスを、日本の「伝統的身体観」、「身

体へのまなざし」として研究する事を目指す

ことにもなるのである。たとえば、伝統的コ

ンペティションの参加者たちは地域に伝承

される信仰対象と自身を繋げる独自の身体

観を保持している。市川はその著「身体パフ

ォーマンスの発生とストラクチャー」『表象

としての身体』（市川雅、鷲田清一・野村雅

一編 大修館書店 2005）の中で身振り、姿勢、

行為などは表現としてコード化されている

ことを論じているが、本研究における行事参

加者たちの身体理解は、まさに彼の言うコー

ド化のひとつである。そして参加者のみなら

ず当該コミュニティに属する人々によって

もその身体観は共有され、地域文化としての

「暗黙知」として共有される知の体系を形成

しているのである。先程も述べたが、この伝

統文化としての「暗黙知」を言語に載せて可

視化することは、現在のスポーツ科学研究で

は焦眉の課題とはなっていない反面、有益な

視点であることは間違いなく、本研究により

齎される方法論や研究モデルは必ずや新た

な研究視座を提供することになると考える。

申請者はこれまでさまざまな国や地域でス

ポーツ・身体文化に関する研究を展開してき

ており、そこで得た「暗黙知・身体知」への

アプローチは本研究を支える重要な根幹と

なっている。申請者は、文化・スポーツ人類

学的人類学的な参与観察を当該地域にて数



多く行っているが、あわせてスポーツの歴史

的研究にも精通している。そのため共時的な

文化研究のみならず通時的な研究視座をも

含めて本課題の遂行にあたることが可能で

あり、歴史研究で培った通時的な思考も含む

文化・スポーツ人類学的な視点から総合的に

考察を試みるあり方は本研究の独創的な点

のひとつといえよう。 

 

３．研究の方法 

２年間に渡る研究において基本的に現地

において祭事の参与観察（聞き取り調査、映

像・画像）にて収集したデータのアーカイブ

化を最重要課題のひとつと位置づけ、それら

データの分析、考察を展開している。また参

与観察に際しては各地域の新聞等のメディ

ア報道資料の収集にも力を傾注し地域のま

なざしともいうべき資料の蓄積の収集、検討

も重要な課題とする。また学術的先行研究の

検討にも大いに力を注ぎ学術雑誌、および単

行本として刊行されている論考の収集、検討

を行い文化の動態として伝統的なスポー

ツ・身体文化の分析を注意深く進めた。 

現地での参与観察では、現地の人々への聞

き取り調査、およびビデオ、カメラによる映

像・画像の記録を通して行われた。参与観察

においては、各行事の開催時の調査・記録は

もちろんの事として、行事の主催者、および

参加者の準備等、また行事後の追跡調査も実

施されており、日常的な実践の中での身体に

関しても注目された。また、参与観察によっ

て得られる知見にあわせて文献研究により

先行研究の成果をも踏まえて考察を練り上

げられた。参与観察に際しては、IC録音機を

用いたインタビュー音声記録を、またデジタ

ルビデオ、デジタルカメラにて映像・画像の

記録を行われ、参与観察と並行しながら保存

データの確認作業を行う。帰京後は参考文献

を渉猟し、当該地域、および日本の伝統的な

身体・スポーツ文化を網羅的に考察し、先行

研究の蓄積を加味して日常および祝祭の世

界での伝統的身体を考察している。また近代

化以後の日本人の身体観を比較検討するた

めの研究も実施され、たとえば、明治期から

育まれる身体文化研究として「箱根駅伝」が、

また外国から見る日本文化の表象例として

「忍者」について、そして現代大学空間にお

ける身体の現在を理解するために「大学にお

ける身体知教育」に関しても研究が進められ

ている。また他の文化圏の身体文化との比較

も積極的に試みており、たとえば台湾におけ

る少数民族文化などの研究も行われており、

これらの成果と比較検討しながら本研究の

深化を試みている。 

 

４．研究成果 

本研究では、年中行事や祭りなどで行われ

る伝統的コンペティションの実践を通して

日本人の伝統的な身体観、および伝承のあり

方、変容過程を考察する事を目的とした。先

述したようにそもそも年中行事や祭りとは、

近代以前の価値観が保持される空間であり、

そこでの諸価値は日本の「伝統」文化として

護られている。 

 

本研究では岡山市西大寺の会陽、岩手県黒

石寺の蘇民祭という東西の「裸祭り」におけ

る伝統的コンペティション（寶木および蘇民

袋の争奪戦）を中心に前近代から護られ、変

容してきた価値の体系を、各地域の身体への

「まなざし」を通して考察したが、その結果

寶木争奪戦の様子 



として地域文化とその価値を護るために伝

統的スポーツ・身体空間が重要な役割を担っ

ていることが確認された。 
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